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さ
ん
を
Ｎ
Ｅ
Ｗ
大
経
大
の
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
し
て
迎
え
、
家
族
の
よ
う
に
接

し
て
い
き
た
い
。
皆
さ
ん
に
は
大
学

生
活
で
二
つ
の
こ
と
を
考
え
て
ほ
し

い
。
一
つ
は
『
志
』。
志
と
は
心
が
或

る
方
向
を
さ
す
こ
と
。
大
経
大
で
自

分
な
り
の
志
を
定
め
て
ほ
し
い
。
も

う
一
つ
は
『
お
か
げ
さ
ま
』
と
い
う

言
葉
。
こ
れ
は
日
本
語
の
中
で
最
も

美
し
い
感
謝
の
言
葉
。
そ
の
『
お
か

げ
さ
ま
』
の
『
か
げ
』
と
は
何
か
。

本
学
で
、
こ
の
よ
う
な
正
解
の
な
い
、

あ
る
い
は
答
え
が
一
つ
で
は
な
い
事

を
考
え
続
け
る
姿
勢
を
身
に
付
け
て

ほ
し
い
」
と
新
入
生
に
訴
え
、
本
学

独
自
の
理
念
で
あ
る
「
道
理
貫
天
地
」

の
言
葉
も
紹
介
。「
ゼ
ミ
の
大
経
大
・

マ
ナ
ー
の
大
経
大
・
就
職
の
大
経
大

で
一
緒
に
楽
し
く
や
っ
て
い
こ
う
」

と
締
め
く
く
っ
た
。

　

新
入
生
代
表
に
よ
る
宣
誓
で
は
、

午
前
の
部
は
人
間
科
学
部
の
日
野
里

香
さ
ん
が
、
午
後
の
部
は
情
報
社
会

学
部
の
石
坪
大
典
さ
ん
が
「
歴
史
あ

る
大
阪
経
済
大
学
で
、
自
己
の
目
標

達
成
の
た
め
、
目
の
前
の
課
題
に
真

摯
な
姿
勢
で
取
り
組
み
、
日
々
の
努

力
を
怠
ら
ず
、
支
え
て
く
れ
た
人
た

ち
と
、
こ
れ
か
ら
出
会
う
人
た
ち
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
充
実

し
た
４
年
間
に
で
き
る
よ
う
精
一
杯

努
力
し
ま
す
」
と
力
強
く
誓
っ
た
。

　

続
い
て
勝
田
泰
久
理
事
長
が
式
辞

と
し
て
「
大
学
生
に
な
る
こ
と
は
人

生
の
節
目
の
一
つ
。
自
主
・
自
立
が

求
め
ら
れ
高
校
時
代
よ
り
自
由
度
が

高
く
な
る
。
し
か
し
自
由
に
は
責
任

や
義
務
が
伴
う
。
大
学
生
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
、
安
易
な
方
向
に
流
れ

て
後
悔
し
な
い
よ
う
大
学
生
活
を
充

実
さ
せ
て
ほ
し
い
。
ま
た
将
来
に
向

け
て
４
年
間
で
何
を
す
る
の
か
、
目

的
・
目
標
を
早
い
時
期
に
定
め
て
勉

学
な
ど
に
没
頭
す
る
４
年
間
を
過
ご

し
て
ほ
し
い
。
人
生
最
大
の
財
産
と

な
る
良
き
師
、
良
き
友
人
を
作
っ
て

ほ
し
い
。
本
学
の
１
４
９
名
の
教
員
、

３
５
０
名
の
講
師
、
１
５
０
名
の
職

員
が
皆
さ
ん
を
支
え
る
」
と
新
入
生

に
語
り
か
け
た
。

　

そ
の
後
、
本
学
Ｏ
Ｂ
の
四
條
畷
市

新入生宣誓をする日野さん

スタディエリア

光庭

　

新
学
期
の
ス
タ
ー
ト
と
共

に
一
部
オ
ー
プ
ン
し
て
い
た

新
図
書
館
の
竣
工
式
が
５
月

８
日（
火
）に
行
わ
れ
、
９
日

（
水
）か
ら
全
面
オ
ー
プ
ン
。

新
し
い
図
書
館
の
利
用
を
心

待
ち
に
し
て
い
た
大
勢
の
学

生
で
連
日
賑
わ
っ
て
い
る
。

　

新
図
書
館
は
３
階
建
て
の

開
放
的
な
つ
く
り
で
、
地
下

に
は
、
関
西
で
は
本
学
だ
け

と
い
う
自
動
書
庫
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。「
学
生
の
居
場
所

に
な
る
よ
う
に
、
そ
し
て
心

　

式
典
で
は
ま
ず
、
本
学
吹
奏
楽
総

部
が
新
入
生
の
入
学
を
祝
っ
て
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
江
〜
姫
た
ち
の
戦

国
」
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
演
奏
。
続

い
て
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
「
桜
」（
小
渕

健
太
郎
、
黒
田
俊
介
作
詞
作
曲
）を
合

唱
。
そ
し
て
来
賓
の
佐
藤
武
司
同
窓

会
会
長
と
中
川
千
恵
後
援
会
会
長
が

紹
介
さ
れ
、
学
長
、
理
事
長
、
各
学

部
長
、
研
究
科
長
が
ス
テ
ー
ジ
上
に

並
ん
だ
。

　

德
永
光
俊
学
長
は
式
辞
と
し
て

「
本
学
は
今
年
、
創
立
８０
周
年
の
記
念

す
べ
き
日
を
迎
え
る
。
新
入
生
の
皆

　

２
０
１
２
年
度
入
学
式
が
４
月
１
日（
日
）、
午
前
と
午
後
の
２

部
に
分
け
て
、
Ａ
館
フ
レ
ア
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
今
年
度
の
入

学
者
は
経
済
学
部
７
２
１
名
、
人
間
科
学
部
２
０
９
名
、
経
済
学

研
究
科
１
名
、
人
間
科
学
研
究
科
６
名
、
経
営
学
部
第
１
部
５
２

８
名
・
第
２
部
９６
名
、
新
設
さ
れ
た
情
報
社
会
学
部
２
９
４
名
、

経
営
学
研
究
科
３１
名
、
経
営
情
報
研
究
科
８
名
の
計
１
８
９
４
名
。

真
新
し
い
ス
ー
ツ
な
ど
に
身
を
包
ん
だ
新
入
生
た
ち
は
少
し
緊
張

し
た
表
情
で
式
に
臨
み
、
学
長
・
理
事
長
の
式
辞
な
ど
に
聞
き
入

っ
て
い
た
。

 日
々
の
努
力

誓
う

地
よ
く
何
時
間
で
も
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫

し
ま
し
た
」
と
職
員
で
研
究

支
援
部
長
の
橋
本
稔
さ
ん
。

図
書
館
は
基
本
的
に
静
か
に

利
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
が
、「
１
階
は
学
生
同
士
が

議
論
を
し
な
が
ら
学
習
や
作

業
が
で
き
る
『
に
ぎ
わ
い
の

ス
ペ
ー
ス
』。
教
員
と
学
生
が

一
緒
に
来
て
ゼ
ミ
授
業
が
で

き
る
ス
タ
デ
ィ
エ
リ
ア
も
設

け
て
い
ま
す
」。
３
階
ま
で
吹

き
抜
け
と
な
っ
た
光
庭
で
く

全面オー
プン

新 図書館

勉
強
の
合
間
に
外
の
景
色
を
見
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る

3階吹き抜け　ゼミも可能

2
0
1
2
年
度

入
学
式

つ
ろ
い
だ
り
、
自
販
機
が
あ

る
ド
リ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー
で
休

憩
も
で
き
る
な
ど
自
由
度
の

高
い
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
。

　

２
階
は
少
し
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
の
『
動
の
ス
ペ
ー

ス
』。「
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と

勉
強
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で

す
」。
３
階
は
『
静
の
ス
ペ
ー

ス
』。
一
人
用
の
キ
ャ
レ
ル
席

も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
他
の

利
用
者
か
ら
の
視
線
を
受
け

な
い
設
計
な
の
で
、「
試
験
や

資
格
取
得
に
備
え
て
集
中
し

て
勉
強
で
き
る
」
と
い
う
。

　

ま
た
２
階
・
３
階
の
東
面

は
「
ガ
ラ
ス
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ

ー
ル
」
と
呼
ば
れ
る
ガ
ラ
ス

張
り
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ

に
面
し
て
カ
ウ
ン
タ
ー
席
を

設
置
。「
外
の
景
色
を
見
な
が

ら
気
持
ち
よ
く
勉
強
で
き
ま

す
」。
徹
底
し
た
バ
リ
ア
フ
リ

ー
対
応
も
特
徴
で
、
段
差
が

な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
書
架

間
の
通
路
は
、
人
が
立
っ
て

い
て
も
車
椅
子
で
後
ろ
を
通

れ
る
ほ
ど
の
ゆ
と
り
設
計
。

一
部
の
机
も
車
椅
子
の
ま
ま

使
用
で
き
る
ほ
か
身
障
者
用

ト
イ
レ
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
一
般
市
民
も
利
用
で
き
、

春
と
秋
に
利
用
希
望
者
を
募

集（
手
数
料
１
０
０
０
円
）し
、

有
効
期
間
は
１
年
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
の
新
図
書
館
の
入
り
口

長
・
田
中
夏
木
氏
や
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト

た
か
た
代
表
取
締
役
の
髙
田
明
氏
に

よ
る
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
会
場
に

流
れ
、
最
後
に
全
員
が
起
立
し
て
学

歌
を
斉
唱
。
２
０
１
２
年
度
入
学
式

が
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　
　
　
　
　

◆

　

式
典
後
は
、
同
行
し
た
保
護
者
を

対
象
と
し
た
学
部
説
明
会
が
Ａ
館
の

各
会
場
で
行
わ
れ
た
。
経
済
学
部
の

会
場
で
は
梅
原
英
治
学
部
長
ら
が
、

「
危
機
の
時
代
」
を
乗
り
越
え
る
た
め

経
済
学
部
が
育
成
を
め
ざ
す
能
力
や
、

そ
の
た
め
の
教
育
シ
ス
テ
ム
、
進
路

支
援
、
勉
学
・
学
生
生
活
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
な
ど
を
紹
介
。

　

ま
た
情
報
社
会
学
部
の
会
場
で
は

家
本
修
学
部
長
が
、
新
学
部
独
自
の

教
育
内
容
や
方
法
を
熱
心
に
ア
ピ
ー

ル
。
世
界
で
活
躍
で
き
る
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
人
材
を
育
成
し
た
い
と
意
欲
を

語
っ
た
。

の
ひ
さ
し
に
は
「Veritas 

liberabit vos

／
真
理
は
汝
ら

を
自
由
に
す
る
」
と
い
う
、

ラ
テ
ン
語
訳
ヨ
ハ
ネ
福
音
書

８
章
３２
節
の
言
葉
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
学
生
の
み
な
さ

ん
が
、
こ
の
図
書
館
を
使
っ

て
真
理
を
探
究
し
学
業
に
活

か
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
が

こ
め
ら
れ
て
い
る
。
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参
加
者
全
員
で
、
東
日
本
大
震
災

発
生
時
刻
の
午
後
２
時
４６
分
に
黙
と

う
を
捧
げ
た
後
、
第
１
部
で
は
本
学

の
遠
州
尋
美
教
授（
経
済
学
部
）が

「
東
日
本
大
震
災
と
防
災
・
減
災
の
ま

ち
づ
く
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
基
調

講
演
。
ま
ず
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

被
害
状
況
の
概
要
を
デ
ー
タ
で
振
り

返
り
、
大
地
震
や
巨
大
津
波
が
発
生

し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
を
簡
単
に
説

明
。
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
で
浮
か

び
上
が
っ
た
日
本
の
地
震
対
策
や
避

難
時
の
課
題
な
ど
を
紹
介
。「
防
災
・

避
難
に
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
ま
ず

自
然
の
営
み
を
正
し
く
知
る
こ
と
。

災
害
時
に
は
強
い
意
志
を
持
っ
て
適

切
な
避
難
行
動
を
促
す
こ
と
。
減
災

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
減
災
居
住
文
化

を
育
む
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
人
々

の
心
が
通
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
・
建
設
が
重
要
だ
」
と
強
調
。
ま

た
震
災
後
の
復
興
に
関
し
て
、
地
元

企
業
を
活
用
し
て
雇
用
を
創
出
す
る

こ
と
、
再
出
発
を
経
済
的
に
支
援
す

る
新
し
い
共
済
制
度
を
設
計
す
る
こ

と
な
ど
を
提
案
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
ま
ず
原
田
多
美
子

客
員
教
授（
経
済
学
部
）が
、
本
学
に

お
け
る
東
日
本
大
震
災
支
援
活
動
全

般
に
つ
い
て
報
告
。
続
い
て
二
星
文

哉
さ
ん（
経
済
学
部
３
年
生
）の
司
会

の
も
と
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

で
「
仮
設
住
宅
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動（
い
わ
てGINGA-NET

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）を
行
っ
た
３
名
の
学
生
に
よ
る

活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。
田
原
大
希

さ
ん（
経
営
学
部
２
年
生
）は
、「
３
・

１１　

今
、
私
に
で
き
る
こ
と
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
報
告
。「
一
歩
踏
み
出
す

勇
気
の
大
切
さ
を
知
っ
た
。
人
と
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ
も
学
ん
だ
。
今

後
も
現
地
の
ニ
ー
ズ
を
伝
え
続
け
る

な
ど
の
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
た
。
田
中
枝
里
子
さ

ん（
人
間
科
学
部
３
年
生
）は
、「
田
郷

地
区　

お
茶
っ
子
サ
ロ
ン
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
報
告
。「
現
地
に
行
き
実
際

に
見
な
い
と
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
不
足
も
実
感
し
た
」

と
振
り
返
っ
た
。
三
場
崇
史
さ
ん（
経

営
情
報
学
部
４
年
生
）は
「
過
ぎ
ゆ
く

日
々
〜
感
謝
す
る
気
持
ち
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
報
告
。
支
給
物
資
を
配
布

す
る
青
空
市
な
ど
で
の
活
動
を
通
じ

て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
能
力
も
必
要
だ
と
わ
か
っ
た
。

就
職
活
動
が
終
わ
れ
ば
再
び
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
り
た
い
」
と
意

欲
を
示
し
た
。

　

続
く
第
３
部
の
テ
ー
マ
は
、「
災
害

時
に
生
き
抜
く
た
め
に
」。
牛
乳
パ
ッ

ク
と
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
活
用
し
た
ホ

ッ
ト
ド
ッ
グ
の
作
り
方
な
ど
が
紹
介

さ
れ
、
そ
の
後
、
災
害
時
の
食
事
体

験
と
し
て
、
お
湯
を
注
ぐ
だ
け
で
も

ど
る
ア
ル
フ
ァ
米
の
ご
飯
メ
ニ
ュ
ー

を
全
員
が
試
食
し
た
。

　

第
４
部
は
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

の
会
場
と
な
っ
た
Ａ
館
前
ス
ペ
ー
ス

に
お
け
る
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
。
ス

タ
ッ
フ
の
学
生
た
ち
が
ロ
ウ
ソ
ク
の

炎
で
「
３
・
１１　

大
Ｋ
大
」
と
い
う

文
字
を
描
き
出
し
、
参
加
者
は
鎮
魂

の
思
い
を
込
め
て
、
風
に
揺
れ
る
炎

を
静
か
に
見
つ
め
て
い
た
。

　テレビや各メディアで活躍中の岡田 晃（本学客員教授）のコーデ
ィネートによる実践的な経営学講座を開講します。
　各界から経営者やエキスパートの方々を招聘し、経験に裏打ち
された経営哲学・経営理論、そして経営に有益な情報を提供しま
す。

○コーディネーター　岡田 晃（本学客員教授）
○受講料　1講座　1,000円（税込）
○お申し込み手順
　①以下のページからお申し込みください。
　　http://kitahama-osaka-ue.jp/jissen/12-01.html
　②受講料をお振込みいただいた後、受講料振込み確認メールを
　　送信いたします。そのメールを印刷して、受講証として当日
　　ご持参ください。
　　北浜・実践経営塾に関するご質問などは、北浜キャンパス事
　　務室までお問い合わせください。

T　E　L　   06-6231-1570　
受付時間　平日 16:00～21:00　土曜日 9:00～17:00
E-MAIL　 satellite@osaka-ue.ac.jp
W　E　B  　http://kitahama-osaka-ue.jp

2012年 6月6日（水）18:30～20:30

創意のモノづくりでグローバル市場へ 町田　勝彦氏
シャープ株式会社　取締役相談役

2012年 7月11日（水）18:30～20:30
企業経営論
～私の経験から～

野村　明雄氏　　
大阪ガス株式会社　相談役

2012年 9月12日（水）18:30～20:30

新たな発見と感動を提供
～温故創新と製販一体～

松尾　均氏
株式会社はとバス　
前・代表取締役社長

2012年10月17日（水）18:30～20:30

ガーデニング産業で世界展開
～これからのエコ・環境ビジネスは～

高岡　伸夫氏
株式会社タカショー　
代表取締役社長

北浜キャンパス
ニュース  『北浜・実践経営塾（前期）』

　平素は、創立80周年記念事業に対し、ご理解とご協力を賜り誠にありがとう
ございます。
　さて、前回、前々回のKEIDAI DAYSで皆様にご寄付をお願いいたしましたと
ころ、多くの方よりご厚志をお寄せいただきました。改めて御礼申し上げます。
　募金の対象事業は「新図書館建設」と「学生のための『学術･芸術･スポーツ
振興基金の創設』」で、さらなる教育環境の充実を目指すものでございます。な
お、募集期間中に10万円以上のご寄付をされた方（累積額）には、銘板にご芳名
を掲載させていただきます。
　何卒記念事業募金の趣旨をご理解いただきまして、格別のお力添えを賜りま
すよう心よりお願い申し上げます。
　また、ご寄付をいただいた方には税制上の優遇措置もございます。従来から
の所得控除制度または小口のご寄付に対しての減税効果が高い税額控除のどち
らか一方の制度を選択して適用を受けることが可能です。詳細につきましては、
本学創立80周年記念事業ホームページをご覧ください。 

新図書館 指定なし 振興基金 合計

区分 件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円）

合計 858 78,739,232 469 57,716,800 364 35,538,200 1,691 171,994,232

達成率 21.5％

※指定なし：新図書館へ使用する旨、基金趣意書に記載済み

※上記期間における処理件数・金額を表示

創立80周年記念事業基金状況報告（2012年5月15日現在）

創立80周年記念事業募金にご協力を

３・１１鎮魂と誓い３・１１鎮魂と誓い
～大阪経済大学キャンドルナイト～

ロウソクで「3･11　大Ｋ大」と描いた学生たち

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告
も

ロウソクの準備を進めるスタッフの学生たちロウソクの準備を進めるスタッフの学生たち

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
３
月
１１
日（
日
）午
後
２
時
４０

分
か
ら
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
主
催
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
「
鎮
魂
・

東
日
本
大
震
災
〜
大
阪
経
済
大
学
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
〜
」
が
Ａ
館
３３

教
室
で
開
催
さ
れ
た
。
本
学
と
協
力
関
係
に
あ
る
東
淀
川
区
の
久
保
田

信
也
区
長
や
、
周
辺
地
域
の
住
民
、
本
学
の
学
部
生
な
ど
約
１
０
０
名

が
参
加
し
た
。
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平
成
２３
年
度
の
日
本
拳
法

部
Ｏ
Ｂ
総
会
が
平
成
２４
年
２

月
２５
日（
土
）、
本
学
同
窓
会

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

盛
り
上
が
る
対
局

将棋部将棋部
OB会OB会

日本拳法部日本拳法部
OB会OB会 創部55周年記念式典を開催

将
棋
部
O
B
会
が
正
式
発
足

　

平
成
２３
年
８
月
１５
日
、
大

阪
・
十
三
に
て
、「
将
棋
部

山
田
副
会
長
の
司
会
で
始
ま

り
、
山
本
会
長
の
議
事
進
行

に
て
、
２３
年
度
会
計
報
告
、

Ｏ
Ｂ
会
則
の
変
更
、
組
織
変

更
さ
ら
に
２４
年
度
活
動
方
針

が
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
２４
年
度
の
全

て
の
活
動
日
程
が
参
加
者
４０

名
の
Ｏ
Ｂ
諸
兄
に
渡
さ
れ
、

あ
わ
せ
て
来
年
の
Ｏ
Ｂ
総
会

は
平
成
２５
年
２
月
２３
日（
土
）

同
窓
会
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
式
典
会
場
に
移

り
、
司
会
は
酒
井
副
会
長
の

元
気
な
声
で
進
行
。
ご
来
賓

の
德
永
学
長
か
ら
、
大
経
大

プ
ラ
イ
ド
を
持
ち
、
日
本
拳

法
部
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
て
ほ

し
い
と
励
ま
し
の
お
言
葉
を

頂
戴
致
し
ま
し
た
。
宋
学
生

委
員
長
か
ら
は
、
現
当
部
の

部
長
代
行
と
し
て
、
優
勝
宣

言
も
飛
び
出
し
ま
し
た
。
創

立
８０
周
年
記
念
募
金
を
岡
本

名
誉
会
長
か
ら
同
窓
会
竹
中

事
務
局
長
に
贈
呈
さ
れ
、
お

礼
の
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

下
垣
大
樟
体
育
会
会
長
の
ご

発
声
で
乾
杯
、
会
場
に
は
創

2
0
1
2
年
度
大
経
大

パ
ソ
コ
ン
教
室
開
催
の
ご
案
内

同
窓
会
・
後
援
会
員
の
皆
様
へ

　初心者の方を対象に今年もパソコン教室を開催させて頂く運びとなりまし
た。本年度も講義内容を充実する予定でございますので、皆様お誘い合わせ
の上、ご参加くださいますようお願い申し上げます。

講座内容

●スタートコース
パソコンを基礎から学んで頂くコースで
す。電源のつけ方などのパソコンの基本
操作からインターネット利用方法。また
ワード（文書作成ソフト）ではがきを作成
し、パソコンってこんなに簡単で便利な
んだということを紹介し、パソコンを使
うきっかけ作りを目的としたコースです。

●ワード・エクセルコース
ワード（文書作成ソフト）・エクセル（表
計算ソフト）のコースです。ワードでは
日常から使えるショートカットキーを紹
介しつつ、基本操作から、やや応用的な
ワード操作も紹介します。また、エクセ
ルでは基本的な表計算での操作方法を習
得してもらいます。

●エクセル・パワーポイントコース
エクセル（表計算ソフト）・パワーポイン
ト（プレゼンテーションソフト）のコース
です。エクセルでは基本操作から最終的
には関数を使った表を作成していただき
ます。また普段あまり使わないパワーポ
イントでは、文字を動かすアニメーショ
ンなどを使い基本的なプレゼン技法を習
得してもらいます。

●趣味コース
デジタルカメラを使っての写真撮影・写
真の取り込み・写真入りハガキの作成方
法を学習しパソコンでの便利さを味わっ
ていただきます。また取り込んだ写真の
保存方法や整理方法を紹介します。

※昨年まではこちらでデジタルカメラを
用意していましたが、今年度からはデ
ジタルカメラとUSBケーブルを各自持
参できる方のみの募集とさせていただ
きます。

●開催日時　2012年9月1日（土）、9月2日（日）
 午前9時～午後5時（予定）
※いずれか1日のみのご参加とさせていただきます。
●場　　所　大阪経済大学　創立50周年記念館（E館）
●参 加 費　無料

  応募要項
●応募条件　本学（大阪経済大学）同窓生の方、及び本学後援会員の方とそのご家族。

本人を含むお申し込みで、1組につき5名までとさせていただきます。
●応募方法　受講ご希望の方は、同封の申込用紙に必要事項をご記入の上、封書も

しくはFAXにてお申し込みください。
※封書の場合、郵送料はご本人様のご負担となりますので予めご了承ください。
●応 募 先　〒533-8533　大阪市東淀川区大隅2-2-8
 大阪経済大学同窓会　パソコン教室 係
 【お問い合わせ】TEL：06-6328-2431　FAX：06-6328-4564
●申込締切日　7月17日（火）（当日消印有効）
※申込多数の場合は抽選とさせていただきます。当選発表は受講票の発送をもって
代えさせていただきます。（8月中旬発送予定）

Ｏ
Ｂ
会
発
足
将
棋
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
散
逸
し

て
し
ま
っ
た
Ｏ
Ｂ
名
簿
を
整

備
し
た
い
」
と
い
う
現
役
将

棋
部
員
か
ら
の
呼
び
か
け
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
十
三
棋

道
舘
道
場
席
主
で
あ
る
北
川

氏（
２８
期
）を
中
心
に
有
志
が

積
極
的
に
動
き
、
発
足
準
備

会
が
生
ま
れ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
が
作
ら
れ
、
全
国
で
活
躍

し
て
い
る
Ｏ
Ｂ
諸
氏
に
呼
び

か
け
た
結
果
、
幾
年
代
に
も

わ
か
れ
た
Ｏ
Ｂ
が
全
国
か
ら

集
い
総
勢
２６
名
で
こ
の
初
会

合
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
部
員
も
１０
名
程

度
。
春
季
・
秋
季
の
一
軍
戦

に
も
不
参
加
が
続
く
と
い
う

状
況
で
す
。
Ｏ
Ｂ
の
力
を
結

集
し
て
将
棋
部
全
体
を
盛
り

上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
気
運

よ
ろ
し
く
、
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
二

軍
戦
参
加
、
合
宿
で
の
現
役

部
さ
れ
た
初
代
浦
畑
先
輩
か

ら
５４
代
ま
で
の
世
代
が
一
堂

に
会
し
、
日
本
拳
法
を
絆
に

半
世
紀
以
上
に
及
ぶ
同
窓
の

輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

西
日
本
大
会
ベ
ス
ト
８
、

全
日
本
大
会
ベ
ス
ト
１６
の
功

労
者
、
個
人
ベ
ス
ト
８
の
羽

室
主
将
が
大
学
主
催
の
課
外

活
動
祝
勝
会
で
表
彰
さ
れ
、

ま
た
大
樟
体
育
会
優
秀
者
表

彰
に
も
選
ば
れ
、
新
Ｏ
Ｂ
会

員
入
会
式
に
花
を
添
え
ま
し

た
。

　

現
役
学
生
紹
介
、
学
歌
、

逍
遥
歌
を
元
気
よ
く
合
唱
、

ま
た
こ
の
式
典
開
催
に
向
け
、

３
代
宮
崎
特
別
顧
問
か
ら
沼

田
会
長
補
佐
を
中
心
に
十
数

回
に
及
ぶ
実
行
委
員
会
を
も

ち
成
功
裡
に
導
い
た
実
行
委

員
の
皆
さ
ん
に
労
い
の
言
葉

が
あ
り
無
事
閉
会
し
ま
し
た
。

５
年
後
の
６０
周
年
記
念
式
典

の
成
功
を
目
指
し
、
団
結
を

深
め
る
素
晴
ら
し
い
式
典
で

あ
り
ま
し
た
。

　私が卒業して48年になり、まさに光陰矢の如し、です。私

の学生時代はいまのように生活も豊かではありませんでした

が、経済の高度成長が始まり東京オリンピックや大阪万博の

開催で、景気もよくなり始めました。しかし日本の現状は厳

しい中、社会に出られていくのも大変だと察しますが、明けな

い夜はないといわれるように暗いことばかりではありません。

　社会人として必要なことは信用を得る、よき友人を持つ、

人との人間関係を持つということが大事です。そして常に「笑

顔」をもって欲しい。相手から「にこっ」とされてイヤな気

はしません。入社しますと新入社員として可愛がられると思

いますが、誰よりも早く出社しイヤな顔もしない。人から信

用を得るということは、どんな小さな約束でも守るというこ

とです。さらに継続することが大切です。そして会社に出れ

ばあなた方は「プロ」です。給料を会社が払うということで

会社に利益をもたらさなくてはダメです。まさに競争社会に

入られたわけです。与えられた仕事に一生懸命取り組んでく

ださい。

　最後に皆さんは、今日から大経大の卒業生ということを生

涯背負います。看板を背負い堂々と生きてください。そして

同窓生ですから、同窓会に参加してください。全国各地に支

部があります。勤務先の支部でもいいし郷里の支部でも構い

ません。何らかの参加が大事です。支部にいる先輩は必ず温

かく迎えてくれます。

　どうか大きな夢を持ち「青年よ　大志をいだけ」をはなむ

けに贈ります。

社会人として
信用される人に
同窓会会長　佐藤　武司

  卒業生への祝辞

将
棋
部
員
の
棋
力
向
上
、
学

園
祭
で
の
部
員
発
掘
な
ど
積

極
的
に
関
わ
っ
て
、
関
西
学

生
将
棋
連
盟
の
歴
代
理
事
長

を
輩
出
し
て
い
た
黄
金
期
に

近
づ
け
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

会
合
に
は
将
棋
部
創
設
者

で
あ
る
川
原
氏
他
大
先
輩
の

皆
様
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、

Ｏ
Ｂ
会
会
則
承
認
、
役
員
選

出
を
行
い
、
そ
の
後
の
将
棋

大
会
、
打
ち
上
げ
宴
会
を
開

催
し
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

大
樟
会
だ
よ
り

大
樟
会
だ
よ
り

大
樟
会
だ
よ
り

記念式典にご出席の皆さん

OB会出席の皆さん

2011年度卒業式・学位授与式

DAI KEI DAI 就職支援スケジュール（5～7月）
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２
０
１
１
年
度
卒
業
式
・
学
位
授
与
式
が
、
３
月
１３
日（
火
）、
Ａ
館
フ
レ
ア
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
今
回
は
来
賓
・
学
長
・
理
事
長
・
学
部
長
・
研
究
科
長
に
加

え
て
学
部
・
研
究
科
の
教
員
が
ス
テ
ー
ジ
上
に
並
び
、
４
学
部
・
４
研
究
科
の
卒

業
生
・
修
了
生
あ
わ
せ
て
１
５
４
７
名
の
門
出
を
祝
福
し
た
。

　

２
０
１
１
年
度
・
本
選
は
、
司
会

を
人
間
科
学
部
の
田
代
由
美
さ
ん（
４

年
）が
務
め
、
午
前
１０
時
か
ら
開
会
式

が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
日
経
Ｂ
Ｐ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
サ
ポ

ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
大
会
事
務
局
長

の
小
出
貴
之
氏
が
「
こ
の
大
会
に
お

け
る
経
験
が
卒
業
後
の
社
会
で
役
立

つ
と
信
じ
て
い
る
。
他
大
学
の
学
生

と
の
出
会
い
と
交
流
を
通
じ
て
成
長

し
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
本

学
の
德
永
光
俊
学
長
が
「
各
大
学
の

学
生
が
遺
憾
な
く
実
力
を
発
揮
し
て

ほ
し
い
。
競
い
合
う
こ
と
も
大
事
だ

が
、
学
生
同
士
が
交
流
し
て
共
感
す

る
こ
と
も
重
要
だ
」
と
激
励
し
た
。

　

今
大
会
の
審
査
員
は
、
日
経
Ｂ
Ｐ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
代
表
取
締
役
社
長

の
田
村
俊
和
氏
、
資
生
堂
人
事
部
・

人
材
開
発
部
長
の
深
澤
晶
久
氏
、
京

都
大
学
・
経
営
管
理
大
学
院
教
授
の

日
置
弘
一
郎
氏
で
、
審
査
委
員
長
は

日
経
Ｂ
Ｐ
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
編
集
長
の

山
川
龍
雄
氏
。

　

午
前
の
部
で
は
、
大
阪
商
業
大

学
・
崔
ゼ
ミ
「
Ｍ
Ｂ
Ｏ
の
可
能
性
」、

本
学
経
営
学
部
・
江
島
ゼ
ミ
「
行
列

の
で
き
る
ラ
ー
メ
ン
店
の
可
能
性
」、

立
命
館
大
学
・
上
久
保
ゼ
ミ
「
日
本

に
お
け
る
多
国
間
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
形
成
の
可
能
性
」、
同
志
社
大
学
・

太
田
原
ゼ
ミ
「
日
本
家
具
産
業
の
構

造
と
競
争
優
位
」、
関
西
大
学
・
西
岡

ゼ
ミ
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
、
新
た

な
Ｃ
Ｒ
Ｍ
／
顧
客
関
係
管
理
の
可
能

性
」
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　

続
く
午
後
の
部
で
は
、
関
西
大

学
・
西
岡
ゼ
ミ
「
リ
テ
ー
ル
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
」、
滋
賀
大
学
・
陳
ゼ
ミ

「
東
北
漁
業
復
興
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能

性
」、
本
学
経
済
学
部
・
服
部
ゼ
ミ

「
お
と
り
が
秘
め
る
可
能
性
」、
大
阪

商
業
大
学
・
古
沢
ゼ
ミ
「
サ
ー
ビ
ス

プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
の
実
績
」、

近
畿
大
学
・
村
上
ゼ
ミ
「
ベ
ル
マ
ー

ク
の
新
た
な
可
能
性
」、
九
州
産
業
大

学
・
田
中
ゼ
ミ
「
百
貨
店
活
性
化
へ

の
活
路
」
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
そ

し
て
発
表
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
各

大
学
の
学
生
た
ち
が
審
査
員
か
ら
の

厳
し
い
質
問
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
懸

命
に
答
え
る
頼
も
し
い
姿
が
見
ら
れ

た
。

　

全
て
の
発
表
が
終
了
し
た
後
、
出

場
チ
ー
ム
対
抗
「
ゼ
ミ
紹
介
・
１
分

間
プ
レ
ゼ
ン
」
の
ミ
ニ
コ
ン
テ
ス
ト

が
行
わ
れ
、
各
大
学
の
学
生
た
ち
は

緊
張
が
解
け
た
笑
顔
で
、
自
分
た
ち

の
所
属
ゼ
ミ
の
特
徴
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
を
楽
し
く
紹
介
。
会
場
は
笑
い

と
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

　

そ
の
後
、
本
選
の
審
査
結
果
の
発

表
と
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
審
査
結
果

が
僅
差
の
た
め
急
遽
設
け
ら
れ
た
敢

闘
賞
に
、
近
畿
大
学
・
村
上
ゼ
ミ
が
、

日
経
ビ
ジ
ネ
ス
特
別
賞
を
滋
賀
大

学
・
陳
ゼ
ミ
が
、
そ
し
て
準
グ
ラ
ン

プ
リ
を
本
学
・
服
部
ゼ
ミ
が
、
グ
ラ

ン
プ
リ
を
九
州
産
業
大
学
の
田
中
ゼ

ミ
が
受
賞
し
た
。

　

最
後
に
各
審
査
員
が
講
評
を
行
っ

た
が
、「
一
つ
の
提
案
だ
け
を
深
追
い

す
る
の
で
は
な
く
、
多
方
面
に
目
を

向
け
て
比
較
対
照
す
る
こ
と
が
大
事
」

と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
に
混
じ
り

「
大
経
大
は
プ
レ
ゼ
ン
の
完
成
度
で
は

ト
ッ
プ
だ
っ
た
」
と
い
う
本
学
に
と

っ
て
嬉
し
い
感
想
も
披
露
さ
れ
た
。

　

式
典
で
は
ま
ず
吹
奏
楽
総

部
が
行
進
曲
「
星
条
旗
よ
永

遠
な
れ（
ジ
ョ
ン
・
フ
ィ
リ

ッ
プ
・
ス
ー
ザ
作
曲
）」
を

演
奏
。
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が

「
桜（
小
渕
健
太
郎
、
黒
田
俊

介
作
詞
作
曲
）」
を
合
唱
。
続

く
卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与

で
は
、
午
前
の
部
は
経
済
学

部
・
経
済
学
科
４
５
０
名
の

総
代
と
し
て
山
崎
順
也
さ
ん
、

同
学
部
地
域
政
策
学
科
１
５

１
名
の
総
代
と
し
て
仲
森
章

人
さ
ん
、
人
間
科
学
部
・
人

間
科
学
科
１
９
２
名
の
総
代

と
し
て
増
田
治
恵
さ
ん
、
経

済
学
研
究
科
８
名
の
総
代
と

し
て
牧
野
幸
雄
さ
ん
、
人
間

科
学
研
究
科
６
名
の
総
代
と

し
て
井
上
秀
一
さ
ん
が
、
午

後
の
部
で
は
経
営
学
部
第
1

部
・
経
営
学
科
２
３
５
名
の

総
代
と
し
て
東
條
由
佳
さ
ん
、

第
１
部
・
ビ
ジ
ネ
ス
法
学
科

１
５
４
名
の
総
代
と
し
て
溝

端
彩
さ
ん
、
第
２
部
・
経
営

学
科
７７
名
の
総
代
と
し
て
宮

武
和
也
さ
ん
、
経
営
情
報
学

部
・
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
１

２
７
名
の
総
代
と
し
て
中
務

亜
佑
美
さ
ん
、
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
学
科
１
３
０
名
の
総
代
と

し
て
井
上
裕
紀
さ
ん
、
経
営

学
研
究
科
１１
名
の
総
代
と
し

て
栢
木
吉
男
さ
ん
、
経
営
情

報
研
究
科
６
名
の
総
代
と
し

て
東
山
秀
樹
さ
ん
が
登
壇
。

德
永
光
俊
学
長
か
ら
卒
業
証

書
や
学
位
記
、
昨
年
か
ら
新

設
さ
れ
た
黒
正
賞（
学
業
成

績
・
人
物
共
に
優
秀
な
者
に

授
与
）の
表
彰
状
と
記
念
品
な

ど
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

続
く
学
長
式
辞
で
は
德
永

学
長
が
「
本
学
は
今
年
で
創

立
８０
周
年
を
迎
え
る
。
今
年

の
卒
業
生
約
１
５
０
０
名
を

加
え
て
同
窓
生
は
約
８
万
７

０
０
０
名
に
の
ぼ
る
。
こ
れ

か
ら
は
大
経
大
の
Ｏ
Ｂ
で
あ

る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
生

き
、
大
経
大
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

い
う
形
で
母
校
を
も
り
た
て

て
ほ
し
い
。
ま
た
社
会
に
は

暗
闇
の
部
分
も
あ
る
が
、
そ

れ
を
直
視
し
、
絶
望
で
は
な

体育会本部 大学協力（マナーアップキャンペーン協力）
芸術会本部 大学協力（マナーアップキャンペーン協力）
学術会本部 大学協力（マナーアップキャンペーン協力）
アイススケート部 日本学生ショートトラックスピードスケート選手権大会総合優勝
空手道部 全関西大学空手道選手権大会男子2部団体優勝、1部昇格、

全国大会出場権獲得
準硬式野球部 近畿六大学準硬式野球リーグ戦優勝、関西地区大学準硬式野球大会BEST4
陸上競技部 境港駅伝競走大会大学の部優勝、びわ湖大学駅伝関西4位
グリークラブ 関西合唱コンクール銀賞、近隣中学での指導
吉川政志 日本学生ショートトラックスピードスケート選手権大会男子3000ｍ優勝
上間善匡 関西学生ハンドボール秋季リーグベスト7
長谷川直道 関西六大学野球連盟秋季リーグ戦ベストナイン
柳生純平 近畿六大学準硬式野球連盟秋季リーグ戦最高殊勲選手、本塁打王、

ベストナイン
生田岳暉 近畿六大学準硬式野球連盟秋季リーグ戦ベストナイン
小山陽平 近畿六大学準硬式野球連盟秋季リーグ戦ベストナイン
溝渕大輔 関西学生陸上競技学年別選手権10000ｍ優勝
富山恭平 関西学生陸上競技学年別選手権3000ｍ SC優勝
谷本旭洋 関西学生陸上競技学年別選手権5000ｍ優勝
羽室賢一 全日本学生拳法個人選手権大会ベスト8
新井裕貴 夏季関西シネック第1位、学生国際ショートムービー映画祭第2位
木戸辰弥 夏季関西シネック第2位
川内朝美 関西学生ラクロスリーグ戦3部リーグベスト12
三島大和 関西学生バスケットボールリーグ戦リバウンド王
藤川和也 関西学生バスケットボールリーグ戦優秀選手

く
希
望
を
、
挫
折
で
は
な
く

夢
を
伸
ば
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
。
卒
業
に
あ
た
り
、
支
え

て
く
れ
た
保
護
者
な
ど
に
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
大
経
大
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
で
あ
る
『
道
理
貫
天
地
』

の
言
葉
を
胸
に
、
人
が
生
き

る
道
理
と
は
何
か
を
一
生
考

え
続
け
て
ほ
し
い
」
と
、
は

な
む
け
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

　

続
く
式
辞
で
は
勝
田
泰
久

理
事
長
が
「
社
会
で
遭
遇
す

る
想
定
外
の
出
来
事
や
新
た

な
課
題
を
乗
り
越
え
る
に
は

強
い
心
と
体
が
必
要
。
心
身

の
健
康
を
維
持
す
る
よ
う
心

が
け
て
ほ
し
い
。
ま
た
志
を

高
く
持
ち
、
人
と
の
縁
を
大

切
に
し
て
、
世
の
た
め
人
の

た
め
働
い
て
ほ
し
い
。
日
本

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、

若
さ
の
持
つ
創
造
力
・
突
破

力
を
発
揮
し
、
力
を
合
わ
せ

て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
若

い
力
へ
の
期
待
を
述
べ
た
。

　

ま
た
同
窓
会
会
長
の
佐
藤

武
司
氏
は
祝
辞
と
し
て
「
社

会
人
と
し
て
大
切
な
の
は
信

用
を
得
る
こ
と
。
ま
た
多
く

の
友
人
を
得
て
良
い
人
間
関

係
を
作
る
に
は
、
挨
拶
を
す

る
こ
と
、
笑
顔
を
忘
れ
な
い

こ
と
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
を

一
生
懸
命
に
す
る
こ
と
、
小

さ
な
約
束
を
守
る
こ
と
な
ど

が
大
事
。
皆
さ
ん
は
本
日
か

ら
同
窓
会
の
会
員
と
な
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
語

り
か
け
た
。

　

最
後
に
卒
業
生
代
表
に
よ

る
答
辞
が
行
わ
れ
、
午
前
の

部
は
仲
森
章
人
さ
ん（
経
済
学

部
・
地
域
政
策
学
科
総
代
）

が
、
午
後
の
部
は
溝
端
彩
さ

ん（
経
営
学
部
第
１
部
・
ビ

ジ
ネ
ス
法
学
科
総
代
）が
、
本

学
の
教
職
員
・
保
護
者
・
友

人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
、

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
、
大
学

生
活
の
思
い
出
、
新
社
会
人

と
し
て
の
強
い
決
意
な
ど
を

述
べ
た
。

　

式
典
終
了
後
は
所
属
し
て

い
た
ゼ
ミ
な
ど
に
よ
り
各
教

室
に
分
か
れ
、
担
当
教
員
か

ら
一
人
ひ
と
り
に
、
卒
業
証

書
や
学
位
記
が
渡
さ
れ
た
。

経
済
学
部
の
伊
藤
大
一
ゼ
ミ

の
会
場
で
は
、
伊
藤
准
教
授

感謝の気持ちで
旅立ち

2011年度卒業式・学位授与式
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経
済
学
部
・
服
部
ゼ
ミ
が

準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
！

が
「
仲
間
を
大
事
に
し
て
、

共
に
働
く
人
を
守
ろ
う
と
す

る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

ま
た
複
雑
な
社
会
を
生
き
て

い
く
に
は
歴
史
を
読
み
基
本

的
な
こ
と
を
勉
強
す
る
必
要

が
あ
る
。
社
会
で
頼
れ
る
も

の
は
良
心
的
な
仲
間
や
友
達

と
知
だ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
、

卒
業
生
た
ち
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。

　

ま
た
経
営
学
部
の
井
形
浩

治
ゼ
ミ
の
会
場
で
は
、
井
形

教
授
が
「
社
会
で
会
っ
た
人

を
、
こ
の
人
と
は
二
度
と
会

え
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
考

え
て
大
事
に
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
会
社
で
真
面
目
に
働
く

こ
と
。
み
ん
な
よ
り
得
を
す

る
よ
り
『
自
分
は
少
し
損
を

し
て
い
る
な
』
と
思
う
生
き

方
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
卒
業
生
た
ち

を
送
り
出
し
た
。

　

日
経
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
西
日
本
イ
ン

カ
レ
２
０
１
１
・
本
選
」
が
、
昨
年
１２
月
１８
日
、
本
学
Ｃ
館
３１
教
室
で
開
催

さ
れ
た
。
今
年
度
は
西
日
本
８
大
学
か
ら
１１
ゼ
ミ
が
出
場
し
、
最
優
秀
賞
に

は
九
州
産
業
大
学
の
田
中
ゼ
ミ
が
、
優
秀
賞
に
は
本
学
経
済
学
部
の
服
部
ゼ

ミ
が
選
ば
れ
た
。

準
グ
ラ
ン
プ
リ
の
服
部
ゼ
ミ

江
島
ゼ
ミ

　大阪の7大学である大阪工業大学、大阪商業大
学、関西大学、近畿大学、摂南大学、桃山学院大
学、大阪経済大学による「第1回 大阪BIG7フッ
トサルトーナメント」を開催しました。
　当日は好天に恵まれ、会場となった摂津グラウ
ンドでは7大学合計で14チーム、100名以上が学
生を中心に熱戦を繰り広げ、寒さを吹き飛ばし大
いに盛り上がりました。結果は以下の通りです。
優勝：浪速ユベントス（大阪経済大学）
準優勝：わんわんカーニバル（近畿大学）
第3位：フットサル同好会EDEN（大阪商業大学）

　「2011年度 第3回 課外活動表彰式」が
本学C館前で行われました。  表彰された
学生の皆さん、おめでとうございます。表
彰者および表彰実績は以下のとおりです。

　人間科学部主催の講演会を開催しました。
今回は、ハンドボール日本代表で本学部客員
教授である宮﨑大輔氏を講師としてお迎えし、
世界の中における日本のスポーツや、日本の
ハンドボール事情について講演していただき
ました。

　サッカー部による大経大キッズカレッジを
行いました。この日は晴天に恵まれ、近隣地
域の小学生39名の参加がありました。サッ
カー部の学生とコーチが先生となり、様々な

プログラムを行いました。
　広大な人工芝の摂津グラウンドを元気いっ
ぱい駆け回った小学生の子供たちからは、
「もっと、サッカーがしたい！」という声も
聞かれ、大好評でした。引率された保護者の
方からは、「楽しみにしていたサッカー教室、
丁寧に指導してもらい満足です」、 「スポーツ
の楽しさが体験できました」、「グラウンドが
とても広くて綺麗で、見ている親も気持ちが
良かった」、 「学生の対応がとても親切でいい
学生さんだと思った」、「サッカー教室に関わ
る大人の方の笑顔が印象的で、こちらも気持
ちが良かった」、「また参加したい」といった
声をいただきました。

　尼崎市難波熊野神社の「梅まつり」に本学茶
道部が参加。小雨ぱらつく生憎の天気の中、参
拝された地域の方を室内に誘導するなど積極的
に声をかけ、学生自身が煎れたお茶とお茶菓子
をふるまっていました。会場は段差などがあり、
ご高齢の方々には無理のないように、学生たち
自らお茶とお菓子を運んでお出ししました。

3/4
茶道部和経会が梅まつりに参加 　2012年度スプリングフェスティバルが

開催されました。

■
経
営
情
報
学
部
の

　
　
　
　

卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー

　

卒
業
式
の
終
了
後
、
経
営

情
報
学
部
の
卒
業
パ
ー
テ
ィ

ー
が
、
学
生
会
館
２
階
・
多

目
的
ホ
ー
ル
で
午
後
４
時
３０

分
か
ら
行
わ
れ
た
。
会
場
で

は
卒
業
式
典
の
時
と
は
打
っ

て
変
わ
っ
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
表
情
で
賑
や
か
に
談
笑
す

る
卒
業
生
た
ち
の
姿
が
見
ら

れ
た
。
大
学
生
活
の
思
い
出

な
ど
を
訊
ね
る
と
、
女
性
の

卒
業
生
の
一
人
は
「
大
経
大

パ
ソ
コ
ン
教
室
や
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
ス
タ
ッ

フ
を
務
め
て
パ
ソ
コ
ン
ス
キ

ル
が
向
上
し
ま
し
た
し
、
年

上
の
社
会
人
と
の
接
し
方
な

ど
も
身
に
つ
き
ま
し
た
。
女

子
学
生
が
多
く
な
か
っ
た
こ

と
で
団
結
力
が
増
し
、
す
ご

く
楽
し
い
大
学
生
活
で
し

た
」。
ま
た
男
性
の
卒
業
生
の

一
人
は
「
一
旦
就
職
し
て
経

験
を
積
ん
だ
後
、
事
業
を
興

し
て
自
社
ビ
ル
を
建
て
た
い
」

と
将
来
に
向
け
て
の
大
き
な

夢
を
語
っ
て
く
れ
た
。

DAI KEI DAI　ニュース

12/17
第1回 大阪BIG7
フットサルトーナメント開催！

12/20
「2011年度 第3回 課外活動表彰式」
開催

2/26
人間科学部特別講演会
 「宮﨑大輔氏　～夢に向かって～」開催 　E館7階第1会議室において中小研と韓国産

業研究院共催による「国際シンポジウム」が
開催されました。
　基調講演や報告に対して参加者から様々な
質問が寄せられ、盛況のうちに終了しました。

4/27
「国際シンポジウム」開催

　創立80周年記念「学生企画」の1
つ「大経大×プチ・プランス」コラ
ボ商品が発売されました。
　販売期間は4月22日（日）～5月13
日（日）、「はてにゃん。ケーキ」「は
てにゃん。タルト」「はてにゃん。の
チョコフォンデュ」の3種類のケーキ
が販売されました。

4/22～5/13
「大経大×プチ・プランス」
コラボ商品を販売

4/2～3
スプリングフェスティバル開催

3/3
大経大キッズカレッジ
「サッカー教室」開催
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午
前
８
時
３０
分
か
ら
の
開
会
式
で

は
、
主
催
者
で
あ
る
朝
日
放
送
株
式

会
社
・
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
局
の
松
岡
隆

夫
局
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
本
学
の

草
薙
信
照
副
学
長
が
「
皆
さ
ん
の
元

気
が
日
本
中
に
、
そ
し
て
未
来
へ
と

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
年

齢
や
立
場
を
超
え
て
大
い
に
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
」
と
参
加
者
を
激
励
。

午
前
９
時
か
ら
競
技
が
始
ま
り
、
小

学
生
に
よ
る
１
・
５
キ
ロ
コ
ー
ス
に
続

い
て
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
１０
キ
ロ
コ

ー
ス
、
５
キ
ロ
コ
ー
ス
の
参
加
者
が

順
次
、
草
薙
副
学
長
の
号
砲
で
元
気

よ
く
コ
ー
ス
に
飛
び
出
し
て
い
っ
た
。

結
果
は
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン（
一
般
男

子
１９
歳
以
上
）で
は
、
本
学
陸
上
競
技

部
の
学
生
が
１
〜
２
位
と
４
〜
５
位

を
独
占
。
１
時
間
７
分
５８
秒
の
タ
イ

ム
で
優
勝
し
た
溝
渕
大
輔
さ
ん（
人
間

科
学
部
）は
「
昨
日
も
試
合
だ
っ
た
が

思
っ
た
ほ
ど
疲
労
も
な
く
、
良
い
感

じ
で
走
れ
た
。
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
よ
り

は
遅
い
で
す
が
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
」

と
喜
び
を
語
っ
た
。
続
く
１０
キ
ロ
コ

ー
ス（
一
般
男
子
１５
歳
以
上
）で
も
本

学
陸
上
競
技
部
の
学
生
が
１
位
と
３

〜
４
位
を
占
め
、
３３
分
４３
秒
で
優
勝

し
た
笹
谷
拓
穂
さ
ん（
経
済
学
部
）は

「
体
調
は
悪
く
な
か
っ
た
が
３
分
２０
秒

台
で
走
り
た
か
っ
た
。
タ
イ
ム
に
関

し
て
は
ち
ょ
っ
と
悔
し
い
」
と
自
身

の
走
り
を
振
り
返
っ
た
。
ま
た
５
キ

ロ
コ
ー
ス（
一
般
男
子
１５
歳
以
上
）で

も
本
学
職
員
の
前
田
和
良
さ
ん
が
、

昨
年
の
記
録
を
上
回
る
１５
分
２２
秒
の

快
走
で
優
勝
し
連
覇
を
果
た
し
た
。

　

表
彰
式
は
競
技
場
内
の
特
設
ス
テ

ー
ジ
で
行
わ
れ
、
各
コ
ー
ス
・
ク
ラ

ス
の
入
賞
者（
１
〜
６
位
）に
朝
日
放

送
か
ら
は
表
彰
状
と
楯
が
、
本
学
か

ら
は
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
副
賞
が
贈
呈
さ

れ
た
。

　

大
阪
経
済
大
学
ス
ポ
ー
ツ
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
Ａ
Ｂ
Ｃ
万
博
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が
３
月
２０
日

（
火
・
祝
）、
今
回
か
ら
メ
イ
ン
会
場
を
万
博
記
念
競
技
場
に
移
し
て
開
催
さ
れ
た
。
競
技
種

目
と
し
て
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が
追
加
さ
れ
、
参
加
者
は
約
５
０
０
０
名
。
大
経
大
に
よ
る
特

別
協
賛
は
今
回
が
最
後
と
い
う
こ
と
で
、
本
学
の
学
生
や
、
教
職
員
と
そ
の
家
族
１
７
４
名

も
エ
ン
ト
リ
ー
。
ま
た
本
学
の
吹
奏
楽
総
部
が
ス
テ
ー
ジ
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
な
ど

し
て
参
加
者
を
応
援
し
、
会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
。

大経大生ら5000名
ABC万博ハーフマラソン

【建設業】
大成建設株式会社、奥村組土木興
業株式会社、株式会社 一条工務
店、積水ハウス株式会社、タマホ
ーム株式会社、大東建託株式会社、
大和ハウス工業株式会社、東建コ
ーポレーション株式会社、株式会
社 かんでんエンジニアリング、栗
原工業株式会社、株式会社 四電工

【製造業】
株式会社 伊藤園、エスフーズ株式
会社、マリンフーズ株式会社、和
弘食品株式会社、東海染工株式会
社、株式会社 京都西川、ジャヴァ
グループ、株式会社 フジコー、株
式会社 レナウン、東洋紙業株式会
社、科研製薬株式会社、参天製薬
株式会社、日本製薬株式会社、株
式会社 ミルボン、エステー株式会
社、丸尾カルシウム株式会社、株
式会社 MORESCO、株式会社 十川
ゴム、プラス・テク株式会社、株
式会社 大同キャスティングス、住
友電気工業株式会社、住友電装株
式会社、株式会社 三栄水栓製作
所、サンキン株式会社、三和シヤ
ッター工業株式会社、株式会社 ノ
ーリツ、フルサト工業株式会社、
前澤給装工業株式会社、丸井産業
株式会社、大阪機工株式会社、澁
谷工業株式会社、東芝テック株式
会社、福島工業株式会社、株式会
社 キーエンス、小泉産業株式会
社、三相電機株式会社、星和電機
株式会社、株式会社 ダイヘン、千
代田インテグレ株式会社、株式会
社 帝国電機製作所、株式会社 日本
デジタル研究所、田淵電機株式会
社、スズキ株式会社、アークレイ
株式会社、株式会社 ジーシー、クリ
ナップ株式会社、タカラスタンダー
ド株式会社、王子タック株式会社、
ナカバヤシ株式会社、日本トーカン
パッケージ株式会社、日本特殊陶
業株式会社、日本バルカー工業株
式会社、スターライト工業株式会社
【電気・ガス・熱供給・水道業】
大阪ガス株式会社

【情報通信業】
株式会社 釣りビジョン、アリババ
マーケティング株式会社、株式会
社 NSD、株式会社 システムリサー
チ、株式会社 ソフトウェア・サー
ビス、株式会社 DACS、日本情報通
信株式会社、株式会社 フォーカス
システムズ、富士ソフト株式会社、
株式会社 ワークスアプリケーショ
ンズ

【運輸業】
アートコーポレーション株式会社、
アトム運輸株式会社、エムケイ株
式会社、大阪中央冷蔵株式会社、
株式会社 上組、キリン物流株式会
社、近畿日本鉄道株式会社、株式
会社 コープムービング、株式会社 
サカイ引越センター、佐川急便株
式会社、山陽自動車運送株式会社、
住和港運株式会社、西濃運輸株式
会社、センコー株式会社、第一貨
物株式会社、東海旅客鉄道株式会
社、西日本旅客鉄道株式会社、日
東物流株式会社、日本興運株式会
社、阪急電鉄株式会社、飛騨運輸
株式会社、株式会社 引越社関西、
福山通運株式会社、フジモト運輸
株式会社、北港運輸株式会社、株
式会社 間口、丸十運送株式会社、
ヤンマーヘリ&アグリ株式会社、𠮷
川運輸株式会社、株式会社 リクサス

【卸売業】
岩谷産業株式会社、明和産業株式
会社、尾家産業株式会社、加藤産
業株式会社、株式会社 ショクリュ
ー、スターゼン株式会社、髙瀬物
産株式会社、大黒天物産株式会社、
トーホーグループ、東海澱粉株式
会社、株式会社 福谷、ヤマエ久野
株式会社、株式会社 山星屋、江綿
グループ、株式会社 ツカモトコー
ポレーション、ムーンバット株式
会社、株式会社 あらた、アルフレ
ッサ株式会社、株式会社 スズケン、
フジモトHD株式会社、森六ホール
ディングス株式会社、株式会社 ア
ドヴァン、北恵株式会社、クリヤ
マ株式会社、JKホールディングス

株式会社、ミヤコ株式会社、渡辺
パイプ株式会社、株式会社 ジーネ
ット、杉本商事株式会社、株式会
社 日伝、株式会社 日本トリム、因
幡電機産業株式会社、株式会社 立
花エレテック、株式会社 電響社、
福西電機株式会社、不二電機株式
会社、扶桑電通株式会社、株式会
社 ミロク情報サービス、リコーテ
クノシステムズ株式会社、株式会
社 ガリバーインターナショナル、
株式会社 ムトウ、株式会社 大塚商
会、アークランドサカモト株式会
社、株式会社 キャンドゥ、旭洋紙
パルプ株式会社、シャディ株式会
社、新生紙パルプ商事株式会社、
ダイワラクダ工業株式会社、中山
福株式会社

【小売業】
イズミヤ株式会社、株式会社 関西
スーパーマーケット、株式会社 近
商ストア、生活協同組合コープこ
うべ、株式会社 ハローズ、株式会
社 ファミリーマート、株式会社 平
和堂、マックスバリュ中部株式会
社、マックスバリュ西日本株式会
社、株式会社 ライフコーポレーシ
ョン、株式会社 AOKIホールディン
グス、青山商事株式会社、株式会
社 エービーシー・マート、株式会
社 雑貨屋ブルドッグ、株式会社 し
まむら、株式会社 ジーフット、株
式会社 タカキュー、株式会社 ハニ
ーズ、はるやま商事株式会社、株
式会社 ファーストリテイリング、
株式会社 ユナイテッドアローズ、
株式会社 ワークマン、オリジン東
秀株式会社、株式会社 ショクブ
ン、株式会社 ロック・フィール
ド、株式会社 あさひ、大阪トヨペ
ット株式会社、株式会社 エディオ
ン、株式会社 関西ケーズデンキ、
コーナン商事株式会社、株式会社 
コメリ、上新電機株式会社、株式
会社 ナフコ、株式会社 ベルパー
ク、株式会社 LIXILビバ、株式会社 
スギ薬局、総合メディカル株式会
社、As-meエステール株式会社、
株式会社 キタムラ、ブックオフコ
ーポレーション株式会社、株式会

社 メガネトップ
【金融・保険業】

株式会社 りそな銀行、株式会社 三
井住友銀行、株式会社 阿波銀行、
株式会社 池田泉州銀行、株式会社 
近畿大阪銀行、株式会社 四国銀
行、株式会社 大正銀行、株式会社 
但馬銀行、株式会社 鳥取銀行、株
式会社 トマト銀行、株式会社 南都
銀行、株式会社 百十四銀行、株式
会社 福井銀行、株式会社 福邦銀
行、株式会社 みなと銀行、株式会
社 ゆうちょ銀行、尼崎信用金庫、
淡路信用金庫、大阪厚生信用金庫、
大阪市信用金庫、大阪信用金庫、
大阪東信用金庫、おかやま信用金
庫、きのくに信用金庫、京都信用
金庫、京都中央信用金庫、近畿産
業信用組合、神戸信用金庫、十三
信用金庫、摂津水都信用金庫、高
松信用金庫、玉島信用金庫、但陽
信用金庫、大同信用組合、中国労
働金庫、長浜信用金庫、西兵庫信
用金庫、日新信用金庫、のぞみ信
用組合、播州信用金庫、日生信用
金庫、姫路信用金庫、兵庫信用金
庫、大和信用金庫、株式会社 ジャ
ックス、いちよし証券株式会社、
永和証券株式会社、SMBC日興証
券株式会社、SMBCフレンド証券
株式会社、岡三証券株式会社、極
東証券株式会社、コスモ証券株式
会社、東洋証券株式会社、内藤証
券株式会社、野村證券株式会社、
丸三証券株式会社、みずほ証券株
式会社、ジブラルタ生命保険株式
会社、住友生命保険、第一生命保
険株式会社、日本生命保険相互会
社、明治安田生命保険相互会社

【不動産業】
株式会社 エイブル、住友不動産販
売株式会社、東急リバブル株式会
社、日本エスリード株式会社、日
本住宅流通株式会社、株式会社 長
谷工コミュニティ

【飲食店・宿泊業】
株式会社 あきんどスシロー、株式
会社 王将フードサービス、株式会
社 幸楽苑、株式会社 サイゼリヤ、
株式会社 ゼンショー、チムニー株

式会社、日本ケンタッキー・フラ
イド・チキン株式会社、日本レス
トランシステム株式会社、株式会
社 松屋フーズ、株式会社 物語コー
ポレーション、株式会社 モンテロ
ーザ、株式会社 ジェイアール西日
本ホテル開発、株式会社 東横イン

【医療・福祉】
株式会社 エスアールエル、財団法
人 大阪府警察協会大阪警察病院、
医療法人 神戸徳洲会病院、医療法
人 起生会新大阪健診クリニック、
医療法人 久保会井上整形外科、医
療法人 敬仁会今里胃腸病院、盛全
会岡山西大寺病院、医療法人 中央
会尼崎中央病院、日本赤十字社広
島県支部、松田歯科医院、医療法
人 彌栄会、医療法人 友仁会、社会
医療法人 黎明会、社会福祉法人 愛
光会、社会福祉法人 愛燦燦、社会
福祉法人 嵐山寮、社会福祉法人 川
福会、社会福祉法人 きたはりま福
祉会、社会福祉法人 協同の苑、社
会福祉法人 きらくえん、株式会社 
ケア21、社会福祉法人 弘善会、株
式会社 シティー・エステート、社
会福祉法人 十条龍谷会、社会福祉
法人 清光会、社会福祉法人 正武福
祉会、社会福祉法人 徳風会、社会
福祉法人 ハピネス福祉会、株式会
社 やさしい手、株式会社 ゆずりは

【教育・学習支援業】
学校法人 大阪経済大学、大阪府立
柏原東高等学校、学校法人 大橋学
園豊里幼稚園、岸和田市立産業高
等学校、八千代市立萱田中学校、
株式会社 京進、株式会社 さなる、
三幸グループ、新教育総合研究会
株式会社、株式会社 総合資格、チ
モロ株式会社、株式会社 浜学園、
朋友アカデミー、株式会社 ライズ

【複合サービス業】
日本郵政株式会社、郵便局株式会
社、あいら農業協同組合、伊賀北
部農業協同組合、いずも農業協同
組合、板野郡農業協同組合、うご
農業協同組合、うま農業協同組合、
大阪北部農業協同組合、香川県漁
業協同組合連合会、香川県農業協
同組合、紀南農業協同組合、グリ

ーン鹿児島農業協同組合、湖東農
業協同組合、滋賀県農業協同組合
中央会、たじま農業協同組合、津
山農業協同組合、敦賀美方農業協
同組合、徳島市農業協同組合、兵
庫西農業協同組合、兵庫六甲農業
協同組合、三ヶ日町農業協同組合、
みのり農業協同組合、わかやま農
業協同組合

【サービス業】
株式会社 シーエーシー、茂倉公認
会計士事務所、渋谷忠芳税理士事
務所、西宮啓介税理士事務所、テ
レコムサービス株式会社、メディ
カル・ケア・サービス株式会社、
株式会社 リクルート、株式会社 ル
ネサンス、三協フロンテア株式会
社、太陽建機レンタル株式会社、
大和リース株式会社、東海リース
株式会社、株式会社 ナガワ、西尾
レントオール株式会社、ユナイト
株式会社、財団法人 大阪府青少年
活動財団、鹿児島県土地改良事業
団体連合会、全国印刷工業健康保
険組合近畿支部、日本年金機構、
財団法人 浜松市文化振興財団、
JFE環境株式会社、ジェイコムホー
ルディングス株式会社、株式会社 
セノン、セントケア・ホールディ
ング株式会社、セントラル警備保
障株式会社、綜合警備保障株式会
社、大成株式会社、東洋テック株
式会社、株式会社 ニチイ学館、パ
ーク24株式会社

【公務】
陸上自衛隊、海上自衛隊、航空自
衛隊幹部候補生学校、法務省大阪
矯正管区（刑務官）、法務省大阪法
務局、安堵町役場、吹田市役所、
豊中市役所、橋本市役所、兵庫県
職員、守口市役所、山口県庁、伊
賀市消防本部、石川県警察本部、
伊丹市消防局、今治市消防本部、
大阪市消防局、大阪府警察本部、
御坊市消防本部、滋賀県警察本部、
四條畷市消防本部、高槻市消防本
部、宝塚市消防本部、西宮市消防
局、姫路市消防局、兵庫県警察本
部、嶺北消防本部、和歌山県警察
本部

　2011年度　卒業生の主な就職先

　本学D館46教室において､「新3年生対象就職
活動準備説明会」が開催されました｡  
　昼休みに行われたこともあり、3日間で820名
と多くの学生が集まり、就職活動でこれから何
をすればよいのか、今の状況はどうなっている
のかといった説明に熱心に聞き入っていました。

　本学B館32教室において､「ヴァーチャルリクル
ート」が開催されました｡  
　「ヴァーチャルリクルート」とは架空の会社を
設定し、会社説明会・選考そして内定に至るまで
のプロセスを現役のキャリアコンサルタントが実
演。新3年生は3日間にわたり、会社説明会・グ
ループディスカッション・筆記試験・面接を受
け、実際の就職活動の雰囲気を体験しました。
最終回には内定発表とフィードバックが行われ、一足早い就
職活動に熱心に取り組んでいました。 

日付 内容 対象
5/23(水)～7/27(金) プレースメントセミナー① 4年
6/15(金) 合理化協会　合同説明会 4年
6/29(金) 筆記対策＜SPI模擬試験＞① 3年
7/4(水) 留学生ガイダンス 留学生全学年
7/6(金) 金融ガイダンス②

（証券・生保・損保の先輩、内定者講話）
1年～3年

7/6(金) 大阪府雇用開発協会
合同説明会

4年

7/13(金) 金融ガイダンス③
（銀行･信用金庫の先輩、内定者講話）

1年～3年

7/20(金) 筆記試験講座　【筆記試験突破のポイント
を掴め！】・適性検査

3年

4/10～12
｢新3年生対象 就職活動準備説明会」が開催されました

4/20
｢ヴァーチャルリクルート」が開催されました

DAI KEI DAI 就職支援スケジュール（5～7月）DAI KEI DAI 就職支援スケジュール（5～7月）DAI KEI DAI 就職支援スケジュール（5～7月）

DAI KEI DAI

　ニュース 就職支援



2012年5月7

大阪経済大学創立80周年記念講演会

　　4学部セミナー

【経済学部】グローバル経済と人材育成を考える
◎講演日　2012年6月16日（土）
◎会　場　C-31教室（予定）
●時　間　13：00～14：00
●テーマ　グローバル時代における日本の産業
　　　　     ・企業のゆくえ
●講　師　吉田　秀明（本学経済学部経済学科准教授）

●時　間　14：15～15：15
●テーマ　ピースフル・グローバリゼーションのすすめ
●講　師　鈴木　隆芳（本学経済学部経済学科准教授）

【経営学部】経営の法的環境を考える
◎講演日　2012年6月23日（土）
◎会　場　C-31教室（予定）
●時　間　15：00～16：00
●テーマ　コーポレートガバナンスの哲学
●講　師　井形　浩治
　　　　　（本学経営学部ビジネス法学科教授/学部長）

●時　間　16：15～17：15
●テーマ　ガバナンスをめぐる会社法改正の動向
●講　師　池島　真策
　　　　　（本学経営学部ビジネス法学科教授/副学部長）

【情報社会学部】情報化社会と技術を考える
◎講演日　2012年7月21日（土）
◎会　場　C-31教室（予定）
●時　間　13：00～14：00
●テーマ　被服・環境から人の心と行動を見る！
●講　師　家本　修
　　　　　（本学情報社会学部情報社会学科教授/学部長）

●時　間　14：15～15：15
●テーマ　技術立国日本の起伏
　　　　　－ペリー来航から半導体産業凋落まで－
●講　師　高松　亨
　　　　　（本学情報社会学部情報社会学科教授/副学部長）

【人間科学部】現代の社会意識ードイツと日本
◎講演日　2012年7月28日（土）
◎会　場　A-33教室（予定）
●時　間　13：00～14：00
●テーマ　社会学からみる現代日本の階層意識
●講　師　石田　敦
　　　　　（本学人間科学部人間科学科准教授）

●時　間　14：15～15：15
●テーマ　社会学からみる現代ドイツのの民族意識
●講　師　城　達也
　　　　　（本学人間科学部人間科学科教授/学部長）

【エコノミーセッション】
◎日　時　2012年9月15日（土）13：30～15：00
◎会　場　本学大隅キャンパス内教室
●テーマ　グローバル恐慌と日本経済のゆくえ
●講演者　浜　矩子　氏
　　　　　（同志社大学大学院ビジネス研究科長・教授）
　　　　　熊倉　修一（本学経済学部経済学科教授）
●モデレーター
　　　　　岡田　晃（経済評論家/本学客員教授）

【マネジメントセッション】
◎日　時　2012年9月22日（土・祝）13：30～15：00
◎会　場　本学大隅キャンパス内教室
●テーマ　ビジネスが社会を変える
●講演者　井阪　隆一　氏
　　　　　（セブン-イレブン・ジャパン代表取締役
　　　　　社長＜最高執行責任者（COO）＞）
　　　　　吉野　忠男（本学経営学部経営学科准教授）
●モデレーター
　　　　　岡田　晃（経済評論家/本学客員教授）

　共通テーマ
＜関西経済と中小企業－過去・現在・未来＞

第1回
　日程……6月30日（土）14：00～16：00
　講師……宮本又郎   本学客員教授・大阪大学名誉教授
第2回
　日程……7月7日（土）14：00～16：00
　講師……加護野忠男 本学客員教授・神戸大学名誉教授
第3回
　日程……7月14日（土）14：00～16：00
　講師……植田浩史    慶應義塾大学教授

会場：C31教室（3日間共通）

大阪経済大学 創立80周年記念
黒正塾　第14回　寺子屋

大経大トークセッション

■テーマ／①今までの自分、これからの自分
　　　　　②世の中の出来事から考える未来
　　　　　③今、これだけは言いたい！（自由課題）
■応募資格／高校生
■募集内容／未発表でオリジナルの作品に限ります。

3つのテーマからいずれか1つを選んで400
字程度（600字以内）のエッセイ（文体・形式
は自由）としてまとめてください。

■応募方法／応募用紙は本学のWEBサイト（http://
www.osaka-ue.ac.jp/17message/）から入
手できます。

■送付先／◎郵送　
　　　　　　〒535-8511大阪市旭区高殿7-15-8　DMS内
　　　　　　「大阪経済大学 第12回高校生フォーラム」（120号）係
　　　　　◎FAX　
　　　　　　（06）4254-9012
　　　　　　「大阪経済大学高校生フォーラム」係

2012年度教育懇談会のご案内
（在学生保護者対象）

本　学　　6月23日（土）　　本学 
岡　山　　6月30日（土）　　岡山プラザホテル
高　松　　7月  1日（日）　　ロイヤルパークホテル高松
京　都　　7月16日（月・祝）　メルパルク京都

☆開講時間☆

金曜２時限（１０時４５分～１２時１５分）
　

☆教　　室☆

Ｃ―３１教室　

☆講義内容☆

経営学科・ビジネス法学科からな
る経営学部の教員が自分の分野の
エッセンスをわかりやすく講義し
ます。各回オムニバス形式で、経
営学部教員が前期１５人・後期１５人
で担当します。専門性を活かしつ
つ、「経営」は「法」を、「法」は
「経営」を学ぶことで、一般教育科
目よりも一歩進めた、観点の広が
りを求めます。

前期 月日 所属・肩書き 担当者 テーマ
前期コーディネータ・採点集計・評価責任者：池島・吉野

1回 4月13日（金） ビジネス法学科・教授 北村實 「ビジネスにおける信頼と合意‐契約成立を巡って」

2回 4月20日（金） ビジネス法学科・教授 木村俊郎 「民法はなぜビジネス法かーその歴史と編成」

3回 4月27日（金） 経営学科・教授 後藤一郎 「優越的地位の濫用」

4回 5月11日（金） 経営学科・教授 太田 一樹 「売れる仕組みづくり：マーケティング・マネジメント」

5回 5月18日（金） 経営学科・教授 江島由裕 「中小企業の潜在力：たかが中小企業、されど中小企業」

6回 5月25日（金） ビジネス法学科・専任講師 徳永佳子 「経済犯罪における違法性の意識」

7回 6月1日（金） ビジネス法学科・准教授 堀竹学 「債権回収における動産・債権担保の法的課題」

8回 6月8日（金） 経営学科・准教授 増村紀子 「会計基準のグローバル化について」

9回 6月15日（金） 経営学科・教授 樋口克次 「金融トラブルと諸制」

10回 6月22日（金） 経営学科・専任講師 曽根秀一 「中小企業における事業承継と法制度」

11回 6月29日（金） 経営学科・専任講師 松田温郎 「地域のありかたについて商業の視点から考える」

12回 7月6日（金） ビジネス法学科・准教授 藤嶋肇 「M&Aと株主の利益保護」

13回 7月13日（金） 経営学科・准教授 増山裕一 「企業の海外進出と租税戦略」

14回 7月20日（金） 経営学科・准教授 伊藤正之 「金融における信用と情報」

15回 7月24日(火） ビジネス法学科・准教授 東裕一 「国際合弁事業における経営と契約」

後期 月日 所属・肩書き 担当者 テーマ
後期コーディネータ・採点集計・評価責任者：吉野・池島

1回 9月28日（金） ビジネス法学科・准教授 黒田尚樹 「経営破綻と債権者の競合」

2回 10月5日（金） 経営学科・准教授 林田修 「契約、インセンティブ、所有権」

3回 10月12日（金） ビジネス法学科・専任講師 山口敦子 「国際ビジネスにおける知的財産権」

4回 10月19日（金） 経営学科・准教授 三島重顕 「組織構成員にルールを守らせる人事管理手法」

5回 10月26日（金） 経営学科・専任講師 栗田聡子 「情報倫理」

6回 11月9日（金） 経営学科・准教授 遠原智文 「グローバル化時代における日本中小製造企業」

7回 11月16日（金） 経営学科・准教授 田中健吾 「職場組織の変容と産業保健心理学」

8回 11月23日（金） ビジネス法学科・教授 栗城利明 「カルテル・談合と独占禁止法」

9回 11月30日（金） 経営学科・教授 本田良巳 「我が国における国際会計基準の導入に向けて」

10回 12月7日（金） 経営学科・教授 二宮正司 「統計のカラクリー統計のウソとホント－」

11回 12月14日（金） ビジネス法学科・准教授 林幸一 「租税法律主義」

12回 12月21日（金） ビジネス法学科・専任講師 橋谷聡一 「不動産投資ビジネスと法」

13回 1月11日（金） 経営学科・専任講師 張又心バーバラ 「国際経営とリスクマネジメント」

14回 1月18日（金） ビジネス法学科・専任講師 横内恵 「環境法制と企業活動」

15回 1月25日（金） 経営学科・准教授 本間利通 「内部通報とコンプライアンス・システム」

2012年度経営学部「授業公開」について
　現代社会は、「攻めること・成長・
拡大すること」と「守ること・突然
死しないこと」が同時に求められま
す。比喩的に云えば、前者は経営学
であり、後者は（ビジネス）法とイメ
ージできます。それが、他大学では
見られない本学部の実践的教育の観
点です。
　本科目の趣旨は、この捉え方に依
拠します。

　大阪経大学会では、学生の勉学を奨励するため
に、「学生奨学論文」を募集し、今年度は18編の
応募がありました。論文は、10名の審査委員によ
る厳正な審査の結果、入選2点、佳作2点、努力賞
4点が入賞作に決定しました。
　12月17日（土）に表彰式が行われ、德永光俊大阪
経大学会会長（学長）より賞状と副賞が授与され、
同窓会と後援会から図書カードが贈られました。
　入選論文は学会ホームページで公開しています。

第２４回（２０１１年度）学生奨学論文表彰式

☆入選☆
　「インターネット通信販売市場の経済分析―消費者間の取
引と事業者の国際間提携―」藤本駿、地崎聖史（経済４年）

▽「成功の根幹となる「経営理念」―「勝つ」組織の共通
点―」大又義嗣、正徳友貴、山口彩央里、堀畑彩華、野木
綾香、森一樹（経営３年） 
☆佳作☆
　「医療機関においての原価計算に関する一考察―活動基準
原価計算を中心として―」佐井良輔（経済４年） ▽「オフシ
ョアと国内雇用の問題」金水亮太（経済３年）
☆努力賞☆
　「私語の魅惑―私語がなぜ人をひきつけるのか―」形田照
章（経営３年） ▽「クリスピー・クリーム・ドーナツの行列
研究―たかが行列、されど行列―」福村詩織、新田恭子、
川本涼太、東原美千恵、仁久美子、辻慧（経営３年） ▽「フ
ランシュリッペの成功要因―経営者水野氏の考えとマーケ
ティング理論のギャップから分析―」戸井利依（経営３年）

▽「VMDとAIDMAの法則の実証検証―ユナイテッドアロー
ズの分析―」小野川緑（経営３年） 

 STEP 1 7.22 sun

 STEP 2 8.5 sun

 STEP 3 8.19 sun

 STEP 4 10.14 sun

全日 11:00～15:30

会場：本学
（公共の交通機関をご利用下さい）

詳細は、本学WEBサイトでご確認下さい
http://www.osaka-ue.ac.jp/

　節目となる25回目の開催となりました。本
学だけでなく地方会場においても就職シンポ
ジウムを開催するなど、充実したプログラム
をお届けいたします。詳細は別途送付いたし
ます「教育懇談会のご案内」をご覧ください。

オープンキャンパス2012オープンキャンパス2012

３・１１鎮魂と誓い
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集
め
て
大
き
な
絵
画
を
作
る
企

画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
絵
画
の
図
案

も
学
内
外
か
ら
公
募
し
ま
し
た
。
２５
案

か
ら
１
案
を
選
び
、
原
作
者
と
相
談
し

な
が
ら
、
最
終
的
な
図
案
を
決
め
て
い

き
ま
し
た
。

大
変
だ
っ
た
準
備

　

準
備
段
階
の
大
変
さ
は
想
像
以
上
で

し
た
。
ま
だ
何
も
決
ま
っ
て
い
な
い
企

画
に
対
し
て
、
予
算
は
い
く
ら
か
か
る

の
か
、
当
日
は
ど
う
イ
ベ
ン
ト
を
進
行

さ
せ
る
の
か
な
ど
、
詳
細
な
計
画
を
立

て
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
特

に
、
予
算
の
見
積
書
は
と
て
も
細
か

く
、
作
る
の
が
大
変
で
し
た
。

巨
大
絵
画
が
完
成

　

な
ん
と
か
準
備
を
終
え
、
大
学
祭
当

日
を
迎
え
ま
し
た
。
小
さ
い
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、「
手
形
で
つ
く
る

絵
」
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
水
性

ペ
ン
キ
を
使
い
、
手
洗
い
用
の
石
鹸
も

用
意
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
手
に
付

着
し
た
ペ
ン
キ
が
乾
く
と
汚
れ
が
落
ち

に
く
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
み
ん
な

手
が
汚
れ
る
の
も
構
わ
ず
、
楽
し
ん
で

絵
を
塗
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
完
成
し
た

４
枚
の
絵
は
、
つ
な
げ
て
学
内
に
飾
っ

て
あ
り
ま
す
。
今
で
も
そ
の
絵
を
見
て

い
る
と
、「
最
後
ま
で
や
り
と
げ
て
本

当
に
良
か
っ
た
」
と
い
う
達
成
感
が
わ

き
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

富
家
翔
平
、
西
岡
直
哉
、
山
中
祥
平
、

梅
野
愛
美
、
松
尾
紫
保

　受験生とその両親をターゲットに
　「近畿地方に住む高校生や、その父母の皆さんに、大経大の認知度を高めるため、大学のCMをつく
り、近畿地方ラジオ局でオンエアする」。これが、私たちの提案した企画でした。オンエア時期は、高
校生が比較的時間に余裕のある春休み直前の2月。依頼するラジオ局も受験生やその両親の年代がよく
聞く、FM局に絞りました。

「はてにゃん。絵描き歌」完成！
　ラジオCMの中味は、大経大のキャラクター「はてにゃん。絵描き歌」。この歌で「はてにゃん。」を
覚えてもらい、大経大の好イメージを浸透させることがねらいでした。絵描き歌は仲間で作りました。
絵描き歌完成後、学内の放送部（CBS）で収録。アナウンサー志望の女子学生に歌ってもらいました。

FM局に体当たりで交渉
　ラジオ局に交渉に行き、印象に残っているのは、私たち学生の依頼であっても、ビジネスとして真
剣に対応していただいたこと。とてもやりがいを感じました。あるラジオ局からは、ゲスト出演して
くれないかという依頼も受けています。これをきっかけに、私たちの人的ネットワークが大きく広が
っていくのを実感しました。現在は就職活動中ですが、このエピソードを人事担当の方に話すと、興
味をもって聞いていただけます。これも思わぬ収穫でした。

山本勇輝、松原暁良、清水拓磨、森下友賀、堀口知美、井上麻衣、村上未樹、高嶋研斗、近野祥子

「
企
画
力
」、「
交
渉
力
」、「
管
理

運
営
力
の
向
上
」
を
め
ざ
し
て

　

２
０
１
２
年
９
月
３０
日
、
大

阪
経
済
大
学
は
創
立
８０
周
年
を

迎
え
る
。
そ
の
記
念
事
業
と
し

て
、
企
画
を
学
生
か
ら
募
集
し

た
。
基
本
テ
ー
マ
は
、「
つ
な
が

る
力
」。

　

こ
の
学
生
企
画
は
、
昨
年
４

月
か
ら
学
内
公
募
を
開
始
。
同

年
７
月
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
提
案
会
を
開
催
し
て
、
企
画

を
選
考
し
た
。
応
募
１３
件
の
う

ち
８
件
が
、
創
立
８０
周
年
記
念

事
業
の
学
生
企
画
と
し
て
、
昨

年
秋
か
ら
今
年
春
に
か
け
て
実

施
さ
れ
た
。

貴
重
な
体
験
に
学
生
は
満
足

　

４
月
１９
日
、
学
生
企
画
の
参

加
者
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
当

時
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
、
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

参
加
者
の
半
数
以
上
が
、
学
生

企
画
の
ス
タ
ー
ト
時
は
３
年
生
。

現
在
は
４
年
生
と
し
て
、
就
職

活
動
の
た
だ
中
に
い
る
。
多
忙

な
中
で
集
ま
っ
て
く
れ
た
学
生

た
ち
が
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、

「
今
ま
で
に
な
い
経
験
が
で
き

て
、
う
れ
し
か
っ
た
。
感
謝
し

て
い
る
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

は
じ
ま
り
は
、
一
つ
の
「
は
て
に
ゃ
ん
。
グ
ッ
ズ
」
か
ら

　
「
わ
ら
し
べ
長
者
」
は
、
一
本
の
わ
ら
し
べ
を
ど
ん
ど
ん
別
な
物

と
交
換
し
て
い
く
こ
と
で
、
持
ち
物
の
価
値
が
上
が
っ
て
い
く
、
と

い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
民
話
で
す
。
こ
の
民
話
を
ヒ
ン
ト
に
、「
物
々
交

換
」
を
通
じ
て
、
心
の
交
流
が
で
き
な
い
か
と
生
み
出
さ
れ
た
の

が
、
こ
の
企
画
で
す
。
創
立
80
周
年
企
画
に
合
わ
せ
４
つ
の
ル
ー
ト

で
各
20
回
、
合
計
80
回
の
物
々
交
換
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
は
、
す
べ
て
「
は
て
に
ゃ
ん
。
グ
ッ
ズ
」
で
し

た
。

「
あ
な
た
の
持
ち
物
と
、
交
換
し
て
く
だ
さ
い
」

　

ま
ず
最
初
に
開
始
し
た
ル
ー
ト
は
、
先
生
方
と
物
々
交
換
を
す
る

「
先
生
ル
ー
ト
」。
地
球
儀
と
交
換
し
て
く
れ
た
先
生
も
い
れ
ば
、
Ｃ

Ｄ
を
く
だ
さ
っ
た
先
生
も
い
ま
す
。
最
後
は
大
き
な
扇
子
と
中
国
の

切
手
に
関
す
る
本
を
、
学
長
か
ら
交
換
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

２
つ
目
の
ル
ー
ト
は
大
学
内
で
、
出
会
っ
た
在
学
生
と
ど
ん
ど
ん

交
換
し
て
い
く
「
学
生
ル
ー
ト
」。
み
ん
な
ポ
ケ
ッ
ト
や
カ
バ
ン
の

中
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
出
し
て
交
換
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
変
だ
っ
た
の
は
３
つ
目
の
「
地
域
ル
ー
ト
」
で
し
た
。
大
学
近

く
を
歩
く
人
々
に
、「
あ
な
た
の
持
ち
物
と
、
こ
れ
を
交
換
し
て
く

だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
る
の
で
す
。
趣
旨
を
話
す
と
お
も
し
ろ
が
っ

て
応
じ
て
く
れ
た
人
も
い
ま
し
た
。
最
後
は
「
学
祭
当
日
ル
ー
ト
」。

こ
の
日
は
、
こ
れ
ま
で
の
各
ル
ー
ト
で
の
物
々
交
換
の
軌
跡
を
写
真

で
展
示
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
続
く
交
換
の
楽
し
み

　

今
の
と
こ
ろ
、
先
生
ル
ー
ト
以
外
は
目
標
の
２０
回
に
達
し
て
い
ま

せ
ん
。
就
職
活
動
中
な
の
で
今
は
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
時
間
に
余

裕
が
で
き
た
ら
、
他
の
ル
ー
ト
も
目
標
回
数
達
成
ま
で
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。
一
体
ど
ん
な
も
の
と
交
換
で
き
る
の
か
が
楽
し
み
で

す
。

山
川
季
美
佳
、
荻
野
遼
平
、
立
田
蓉
平
、
楓
井
弥
生
、
川
上
順
也

気軽に買ってもらえるコラボ商品を

　みんなが日常的にお店で買うような身近な商品を
通じて、在学生、地域の人々、受験生に大経大をア
ピールしてはと思い、企業とのコラボレーションに
よるお弁当、お菓子の企画開発をスタートさせまし
た。コラボ商品としてお弁当やお菓子を選んだの
は、「よそへ持ち運びできる手軽さ」を意識したか
らです。

第1弾はキャンパス内カフェへの提案

　メンバー3人で、コラボ企画を立案。最初に提案
した先は、キャンパスB館2階にあるカフェでした。
社長さんは我々のプランを快く承諾してくださり、
早速試作品造りが始まりました。カフェとのコラボ
第1弾は、「はてにゃん。パン」。初めはカスタード
と生クリームのパンを提案したのですが、お店の側
から「はてにゃん。のカラーに合わせて、桃クリー
ムのパンにしたら」というご意見をいただき、内容
を変更。最終的には、見た目と中味が可愛くマッチ
した桃クリームパンが発売できました。その後、お

にぎり弁当、ハンバーガーとコラボ商品を続々発
表。仲間とアイデアを出し合い、試作を繰り返し、
美味しく、食べやすくする努力を重ねました。例え
ばおにぎり弁当では、おにぎりのノリの巻き方を工
夫し、ご飯がこぼれ落ちにくくするなど、何度も改
良を加えました。

学外コラボもついにスタート

　ついに、4月にはキャンパス外の企業とのコラボ
も実現。4月22日から5月13日までの間、ケーキショ
ップ「プチ・プランス」上新庄店と豊里店で、「は
てにゃん。ケーキ」3種類の発売にこぎ着けました。
最初の交渉から試作品作りまで、パティシエと意見
を出し合いながら、少しずつ完成に近づいていきま
した。最終チェックを終え、店頭に並ぶことが決ま
ったケーキは、どれも出来映えの見事な可愛いもの
で、私たちの思いが学外でも実を結んだことに満足
を感じました。

白石奈摘、中島清香、松原夏奈

学生たちが独自のアイデアで、大経大の「つながる力」を内外に強力アピール。

ＮＳＫ　　「大経大コラボ商品の開発」

えみしとふぞろいなりんご達　「共創～地域とつながる大経大に～」

ラーメン’s＋（ラーメンズ　プラス）　「大経大ラジオCMづくり」

ナチュラル　物々交換イベント「はてにゃん。のわらしべ長者」

L
o
v
e
&
P
e
a
c
e
! !

「
手
と
手
で
人
と
つ
な
が
る
」
絵
画
を
制
作

大経大生の暮らしがわかるページづくりを
　学生主体で大経大のHPを作り、地域の高校生や在学生にアピールする。特に、大
経大の学生の暮らしにかかわる親しみやすい情報を紹介して、学内外にファンを増
やそうという企画です。内容は、キャンパス周辺の美味しいお店、大学祭の様子、
大経大生の美男美女紹介、一人暮らしの下宿生の部屋の紹介など。下宿の紹介では、
間取り、家賃などについても、仲間から情報を集めました。

いつも新鮮な情報の提供をめざして
　最初に作った試作のHPは「一度作ったら完成」というスタイルを想定していたの
で、更新しやすい作り方になっていませんでした。しかし制作していくうちに、「ホ
ームページは更新を続けてこそ価値があるのでは」という考えをもつようになりま
した。そこで、せっかく作るなら、随時リニューアルできるスタイルにしたいとの
思いから、内容を大幅に修正。この修正は現在も続いています。

多くの方々に支えられて
　実は、本格的なHPを作ったのは初めてでした。大学のコンピュータ施設にある専
用ソフトを使って、試行錯誤しながら制作を続けました。HPづくりにあたっては、
インターネットに詳しい職員さんなどにお世話になりました。このサポートがなか
ったら、実現できなかっただろうと思います。

爽やかなスポーツと自然保護の取り組みを合体　

　「『地域の人々に愛される大経大』を目指して何ができるか」をテーマに、企画を
練りました。そこで、淀川沿いを親子で走るという楽しいイベントと、環境保護の
ためのゴミ拾いを結びつけてはどうかと思いつきました。実現に向かって「何をす
べきか」「どんな事態が起こる可能性があるか」と考え、準備を進めていくと、安全
面の管理、参加者集めなど課題が多いことが分かってきました。実現可能な安全な
イベントにするために内容を調整していきました。

やめる判断の大切さを学ぶ

　ところがエコマラソン開催日である昨年の１１月１９日は、前日から大雨警報が発令さ
れ、当日の降水確率も100％。「河川敷の橋の下だけでもゴミ拾いをしながら歩きた
い！」と思いましたが、参加者の安全のことや、雨に濡れて健康を害さないかなど
の点を考えると、無理して実施するべきではないと判断しました。この時は、本当
に悔しかったですね。実は４月になってから、中止になったエコマラソンの代わり
にと、グループメンバーだけでゴミ拾いを行いました。今になってみると、確かに
あの日はやめて良かったと思います。積極的に前へ進む判断も大切ですが、潔くや
める決断をすることの大切さを知ったように思います。

収益計画から店舗運営までを子どもたちが体験

　地域の小学生や保護者の皆さんに、大経大への興味や関心を持ってもらおうと、
「大学祭で小学生といっしょに模擬店を開く」というアイデアを出しました。さら
に、当日に店を出すだけでなく、「経済の大学ってこんなことを勉強するところ」と
いうイメージを理解してもらうために、事前に子供たちを招いて、経済の勉強をす
る時間を設けました。勉強会の内容は、「売り物の値段はどうやって決める（売上、
経費、利益の計画）」、「お店を出すにはどんなものが必要で、準備としてどんなこと
をするのか（店舗計画）」、「お客さんにどうやって宣伝するか（マーケティング）」な
ど。その時に使用したテキストも、私たち学生の手作りです。模擬店で販売したの
は、オリジナルデザインの手作りのホットケーキ。可愛い形になるように試作を重
ね、本番に臨みました。

大経大ファンの小学生も参加
　当日、ホットケーキは大人気で全て完売。子どもたちも喜んでくれました。子ど
もたちにとって、全くの白紙の状態からお店を作るのは面白い体験だったと思いま
す。これで、大経大と良いつながりができればうれしいですね。

イベント管理の大変さを実感
　大変だったのは、模擬店に参加してくれる小学生を集めることです。参加者募集
のビラを近隣の小学校で配らせてもらう段階で、「管理責任体制はどうなっている
か」、など、厳しい指摘を受けました。目標は30名だったのですが、実は3名しか応
募はありませんでした。熱い食品を扱う作業ですから、やはり細心の注意が必要で
す。この3名に安全に参加してもらうだけで、今の私たちの人数、管理体制では精一
杯というのが正直な感想です。最後まで無事に、楽しく模擬店体験を実施できて、
本当に良かったと思います。

高木彩佳、中村和輝、黒田めぐみ、高橋侑希、中森理嵯、横田和真、木之本楓子、
川嶋佑香、池本泉、徳武桃子

わとそん。  　「エコマラソン」

わとそん。　　「ラブ☆チルドレン」

わとそん。　 　「学生目線の大経大ホームページ・ラブ☆フレット」

　大阪経済大学周辺のグルメマップ「大経ナビ
シュラン」を制作しました。期間限定、本学学
生限定で協賛店の割引クーポン券も作成。協賛
店にはポスターやPOP広告を置いてもらい、地域

と大学の「つながり」を目で見えるようにしま
した。

工藤絵美、荻野直人、加藤雄一郎、仲森章人

学生企画を振り返って




